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１.⽔道イノベーション賞(特別賞)の受賞

受賞した取組

⽔道イノベーション賞とは︖
 ⽇本⽔道協会が実施

※⽇本⽔道協会︓全国の多くの⽔道事業体が加盟している公益社団法⼈

 ⽔道事業に関する優れた取組を表彰するもの

開発した「加圧化ユニット」

「応急給⽔機能の強化を⽬的とした加圧化ユニットの開発」

実際の使用例

仮設水槽↓

↑給水タンク

↓加圧化ユニット
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２.取組の背景

南海トラフ地震、⾸都直下地
震及び⽇本海溝・千島海溝周
辺海溝型地震などの超巨⼤地
震が切迫
断⽔した病院の受⽔槽や避難
所の仮設⽔槽への応急給⽔に
は、加圧式給⽔⾞が必須

全国的に加圧式給⽔⾞が不⾜

全国的な課題

加圧式給⽔⾞

加圧して受⽔槽に⽔を送るようす
※ 東大阪市のＨＰより

しかし…
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２.取組の背景

北海道における課題

参集経路に海路が存在し、
応援隊の到着に時間を要す
る

北海道内での応急給⽔体制
の拡充が必要 国内海上ネットワークの状況
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３.取組の概要

①貯⽔機能 ②移動機能 ③加圧機能

⾞載⽤給⽔タンク トラック
既存 既存

加圧式給⽔⾞の機能と代替資機材

既存資機材なし
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３.取組の概要

加圧式給⽔⾞に準じた送⽔能⼒の確保
⼈⼒での運搬や積み込みを想定
冬期の使⽤を考慮

加圧化ユニットの開発

「災害時における応急活動の応援に関する協定書」を
締結し、実際に当該ユニットを使⽤した応急給⽔活動
を実施する「札幌市管⼯事業協同組合」と共同開発
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４.加圧化ユニットの特徴

加圧式給⽔⾞に準じた能⼒
 送⽔可能⾼さを同程度確保

可搬性
 運⽤に⽀障が⽣じない強度を考
慮した軽量化（約100kg）
 持ち⼿の設置
 幅72㎝×奥⾏107㎝×⾼さ68㎝

凍結防⽌対策
 電熱線の設置
 保温カバーの装着

項⽬ 単位

加圧式給⽔⾞ 加圧化
ユニット

エンジン
ポンプ
（主）

電動
ポンプ
（補助）

電動
ポンプ

流量 L/min 300 30 120
送⽔可能
⾼さ m 25 32 24

電熱線、
保温カバー

持ち手
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５.取組による効果

コストの削減

給⽔⾞ 加圧化ユニット
購⼊費⽤ 約2,000万円 約200万円

備考 ワンパッケージで必要な
能⼒を有している

既存資機材（トラック、
タンク、発電機）が必要

寒冷地仕様の加圧式給⽔⾞と⽐較し、⼤幅なコスト縮減
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５.取組による効果

避難所などの仮設⽔槽への
巡回給⽔や、病院などに加
圧しての給⽔が可能

応急給⽔先の状況に応じた、
給⽔⾞との使い分け

ユニットのみの貸与も可能

運⽤⽅法の拡充
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６.まとめと今後の予定
まとめ
加圧化ユニットにより低コストで応急給⽔に必要な機能を得
ることが可能。
多くの⽔道事業体において応急給⽔機能強化の選択肢の⼀つ
になりうる。

＜他事業体職員への実演紹介の様子＞

今後の予定
災害対応⼒向上の⼀助となる
よう、様々な機会を通じて発
信。




